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なるほど、
そうなの科ぁ…

文責／血管外科医師 多田裕樹

特集

File No.4 血管外科編③

病院では患者様の状態、症状
にそってたくさんの「科」が
あります。そんな知っている
ようで知らない「科」を専門
の医師から詳しく、わかりや
すく説明していきます。

連
載
の
第
３
回
目
に
な
り
ま
す
。
前
回
は
、

血
管
外
科
で
扱
う
疾
患
や
症
状
の
う
ち
、
動

脈
に
関
わ
る
疾
患
や
検
査
に
つ
い
て
お
話
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
治
療
に
関
し
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
動
脈
の
は
た
ら
き

○
治
療

血
管
疾
患
の
治
療
に
は
、
手
術
や
血
管
内

治
療
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
補
助
療
法
や
、
薬

物
治
療
・
予
防
治
療
な
ど
と
い
っ
た
保
存
的

治
療
が
存
在
し
ま
す
。

・
手

術
下
肢
の
血
流
障
害
に
対
す
る
手
術
治
療
に

は
多
数
の
手
段
が
あ
り
、
血
流
状
態
や
病
変

の
部
位
、
程
度
な
ど
に
よ
り
適
し
た
も
の
が

選
択
さ
れ
ま
す
。
（
図
１
・
２
）

腹
部
大
動
脈
瘤
で
は
、
開
腹
で
人
工
血
管

に
置
き
換
え
る
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

(

図
３)

血
管
外
科
で
は

何
が
治
療
で
き
る
の

治

療

図１ 自家静脈によるバイパス移植術（下肢）

手術前手術後

図２ 大腿動脈血栓内膜摘除+カテーテル治療
によるハイブリッド手術

手術前手術後

図３ 腹部大動脈人工血管置換術

治
療
編

血管を移植し
て血流を確保

腹部
大動脈瘤
（緑部分）

留置した
ステント

人工血管へ
置換した部分

手術前手術後

石灰化病変の摘除
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・
血
管
内
治
療(

カ
テ
ー
テ
ル
治
療)

主
に
局
所
麻
酔
で
、
皮
膚
か
ら
注
射
針
で
血
管
内
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
細
い
管
を
介
し
て
様
々
な
治
療
用
器

具
を
駆
使
し
て(

カ
テ
ー
テ
ル
操
作)

治
療
を
行
な
っ
て

い
く
方
法
で
す
。
代
表
的
に
は
Ｘ
線
透
視
下
で
造
影
剤

な
ど
を
用
い
て
血
管
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

狭
窄
部
に
対
し
て
は
、
バ
ル
ー
ン
で
の
拡
張
や
金
属

製
の
ス
テ
ン
ト
の
留
置
、
ま
た
ス
テ
ン
ト
と
人
工
血
管

が
組
み
合
わ
さ
っ
た
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
な
ど
を
使
用

す
る
他
、
治
療
部
位
の
動
脈
硬
化
の
再
燃
予
防
に
、
特

殊
な
薬
剤
を
使
用
し
た
バ
ル
ー
ン
や
ス
テ
ン
ト
な
ど
も

多
く
使
用
さ
れ
ま
す
。(

図
４)

ま
た
血
管
を
詰
め
て
閉
塞
さ
せ
た
い
場
合
な
ど
で
は
、

金
属
製
の
コ
イ
ル
な
ど
を
用
い
ま
す
。

(

図
５)

大
動
脈
瘤
に
対
す
る
血
管
内
治
療
と
し
て
、

ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
も
低
侵
襲
手
術
と
し
て
選
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

(

図
６)

図５ コイル塞栓術

図６ 腹部大動脈ステントグラフト内挿術

図４ 下肢血管拡張術(カテーテル治療)

血流がほぼない血管部分
（画像に写らない）

バルーンやステントで
血管を拡張し血流を確保

閉塞させたい
血管部分

コイルを留置閉塞した血管部分

腹部
大動脈瘤

ステントグラフト挿入
（動脈瘤への血流を遮断）
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・
補
助
療
法

手
術
や
血
管
内
治
療
で
効
果
が
不
十
分
、
も
し
く
は

こ
れ
ら
の
治
療
が
行
え
な
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
複
数

の
補
助
療
法
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

例
と
し
て
下
肢
の
難
治
性
潰
瘍
に
対
す
る
治
療
の
た

め
当
院
で
近
年
導
入
し
た
も
の
に
吸
着
療
法
や
高
気
圧

酸
素
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

１
．
吸
着
療
法

レ
オ
カ
ー
ナ(

カ
ネ
カ
社)

血
液
透
析
回
路
を
用
い
て
血
液
の
粘
稠
性
物
質

を
吸
着
・
除
去
す
る
こ
と
で
末
梢
循
環
を
改
善
し

潰
瘍
治
癒
に
寄
与
す
る
目
的
で
使
用
し
ま
す
。

（
図
７
）

２
．
高
気
圧
酸
素
療
法(

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
社)

透
明
な
カ
プ
セ
ル
状
の
装
置
の
中
に
入
り
、
横

に
な
っ
て
高
濃
度
高
気
圧
の
酸
素
条
件
下
で
１
回

あ
た
り
約
９
０
分
ほ
ど
過
ご
し
ま
す
。
（
図
８)

・
薬
物
治
療
・予
防
治
療

最
後
で
は
あ
り
ま
す
が
、
予
防
に
よ
り
未
然
に
防
ぐ

こ
と
や
、
外
来
通
院
で
の
治
療
範
囲
で
問
題
な
く
過
ご

せ
る
の
が
や
は
り
最
も
負
担
の
少
な
い
方
法
と
思
い
ま

す
の
で
、
実
は
こ
れ
が
最
も
重
要
な
治
療
に
な
り
ま
す
。

薬
物
治
療
は
病
状
や
背
景
、
そ
の
他
の
薬
物
の
併
用
な

ど
に
よ
り
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
性
疾
患
に
使

用
さ
れ
る
薬
剤
の
一
部
は
、
中
断
や
過
量
内
服
に
よ
り

予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
の

で
、
調
整
に
つ
い
て
は
必
ず
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

予
防
で
重
要
な
こ
と
は
、
代
表
的
な
リ
ス
ク
因
子
で

可
能
な
も
の
は
な
る
べ
く
回
避
す
る
こ
と
、
そ
し
て
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
リ
ス
ク
因
子
と
し

て
代
表
的
な
も
の
に
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
、
そ
し
て
喫
煙
が
あ
り
ま
す
。
塩
分
過
多
、
脂
肪

分
過
多
、
糖
分
過
多
な
食
事
習
慣
は
改
め
、
タ
バ
コ
は

受
動
喫
煙
や
類
似
製
品
も
含
め
て
回
避
が
重
要
で
す
。

ま
た
筋
力
低
下
・
運
動
量
低
下
な
ど
で
代
謝
が
落
ち
て

い
る
場
合
で
は
、
摂
取
自
体
を
か
な
り
切
り
詰
め
て

い
っ
て
も
、
収
支
に
す
る
と
摂
取
過
剰
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
負
荷
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
日
頃
の
運
動
習
慣
を
継
続
し
ま
し
ょ

う
。心

疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
を
含
め
動
脈
硬
化
性
疾
患
は

気
付
か
ぬ
う
ち
に
進
行
し
、
あ
る
日
突
然
人
生
が
変
わ

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
予
防
と
早

期
発
見
に
努
め
、
不
安
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

図８ 高気圧酸素装置

図７ 吸着療法



通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
は
、

医
師
や
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
専
門
職
が
常
駐
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ

で
、
リ
ハ
ビ
リ
・
送
迎
・
入
浴
・
食
事
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
介
護

者
・
要
支
援
者
の
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
専
門
職
が
連
携

し
、
利
用
者
の
病
状
に
変
化
が
あ
っ
た
際
に
も
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

定
期
的
な
評
価
が
実
施
さ
れ
、
利
用
者
は
自
身
の
身

体
能
力
や
生
活
能
力
の
変
化
を
明
確
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
事
業
所
は
自
主
性
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
個
別
で
の
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
は

身
体
機
能
の
向
上
は
見
込
み
が
低
く
、
空
き
時
間
の

有
効
的
な
活
用
や
私
生
活
で
の
活
動
性
の
向
上
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
自
主
的
に
行
な
え
る
運
動
の
紹
介

や
私
生
活
で
の
注
意
点
を
紹
介
す
る
健
康
講
座
、
み

ん
な
で
運
動
を
行
い
、
社
会
交
流
や
運
動
が
楽
し
い

と
感
じ
る
機
会
を
作
る
集
団
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
当
事
業
所
で
は
、
利
用

者
の
自
主
的
な
活
動
量
の
向
上
に
繋
が
り
、
心
身
の

機
能
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
よ
い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

要
支
援
者
が
対
象
の
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
生
活
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
「
運
動
機
能
の
向
上
」
「
栄
養
改
善
」
「
口
腔

機
能
の
向
上
」
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
３
つ
を
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
本
来
の
健
康
を
保
ち
な
が
ら
在
宅

生
活
を
継
続
で
き
る
支
援
と
な
り
ま
す
。

大
切
な
事
は
、
ご
自
身
の
自
立
し
た
生
活
を
過
ご

す
た
め
に
、
本
人
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

し
、
活
動
的
な
生
活
習
慣
に
調
整
す
る
事
で
す
。
要

介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
で
、
社
会
交
流
・

運
動
の
機
会
を
持
て
て
い
な
い
方
は
是
非
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
ご
検
討
下
さ
い
。

森
山
メ
モ
リ
ア
ル
病
院

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

三
上
隼
人

05

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

知

識

介

護
の

看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
介

護
職
員
な
ど
、
一
緒
に
働
い
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
チ
ェ
ッ
ク

元生会求人サイト

集団運動の様子
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着任医師の紹介（森山病院）

2025年4月より整形外科に赴任しました小澤一広です。生ま

れは留萌市で高校時代まで留萌で過ごしておりました。札幌

医科大学を昭和57年卒業（29期）し訳あって旭川医科大学整

形外科（４期相当）に入局しました。その後関連病院を周り

勤務しておりました。一応現在は特に専門はなく整形外科一

般を担当しております。

かなりロートル（最近では死語のよう）ですが、微力ながら

森山病院のお役に立てるよう努力したいと思いますので、ど

うぞよろしくお願い申しあげます。整形外科 小澤 一広

着任医師の紹介（森山病院）

2025年4月から整形外科に参りました後藤英司です。

1979年に旭川医大を卒業し整形外科に入局し、研修医を終え

た後から主に股関節疾患の治療に携わってきました。こちら

に赴任してから毎日電子カルテと格闘しており、自分のポン

コツさにあきれる毎日です。この病院では人工股関節による

治療を専門に行う予定でおりますが入院される患者さんは手

術を受ける方がほとんどです。そのため看護師さんはじめコ

メディカルの皆さんとのチームワークが大切ですので充分に

意思疎通をはかってやっていきたいと思っております。いろ

いろとご迷惑をおかけするかもしれませんがよろしくお願い

致します。

整形外科 後藤 英司

着任医師の紹介（森山病院）

1965年生まれ、1990年旭川医大卒の整形外科医です。４月１

日より医師４名、看護師１２名、看護助手２名、医師事務３

名でお世話になることになりました。高校は札幌ですが、大

学から旭川、大学卒業後旭川以外で働いたのは２年だけで、

旭川がふるさとだと感じています。

好きなこと：ワンちゃんとの散歩、自転車（冬でも乗ってる

変わった奴）、早寝早起き、思い出づくり。宜しくお願いし

ます。

整形外科 寺西 正
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着任医師の紹介（森山病院）

2025年4月より内科に赴任しました小澤賢一郎です。東京生

まれで学生時代は旅行以外で関東地方から出たことはありま

せんでしたが、大学卒業を機に北海道に転居しました。以来

道内複数の病院で研修を積み、旭川に落ち着いて20年ほどと

なります。専門は消化器内科です。消化器疾患の各種検査、

診断と治療計画に立案、薬物療法の実施、内視鏡治療が主な

領域ですが、森山病院では他の内科疾患も診療させていただ

きます。研修期間中は一般内科医として従事していた時期も

長くありましたので、当時の経験を活かし、改めて勉強を重

ね、誠実に業務を遂行したいと考えております。何卒よろし

くお願いします。内 科 小澤 賢一郎

着任医師の紹介（森山病院）

2025年4月より赴任いたしました、内科・消化器内科の佐藤

允洋（さとうまさひろ）です。1991年にお隣の深川市で生ま

れ、旭川東高校を経て2010年旭川医大に入学し、2016年卒業

、その後旭川厚生・札幌東徳州会病院・富良野協会病院を経

て今回森山病院で働かせていただくこととなりました。今ま

での経験を生かし、森山病院の予防医療に少しでも貢献でき

るよう、内視鏡検査・治療に力を入れていくと共に、外来で

のわかりやすい説明を心がけていきたいと思います。また、

当院の予防医療の実践として、毎日の院内のレストラン（ル

パサニタス）での健康的な食事とお隣のジム（サニタス24）

通いを決意しましたので、ここに表明し、医者の不養生を払

拭、説得力のある体型で診療できるよう励みたいと思います

。よろしくお願いいたします。

内 科 佐藤 允洋

着任医師の紹介（森山病院）

2025年4月から整形外科に赴任いたしました大坪誠です。旭

川出身、旭川医科大学卒業後、釧路、稚内をはじめ富良野、

士別、遠軽と道内多数の基幹病院で多くの外傷、骨折、関節

痛などの患者さんの診療、手術を経験して来ました。現在は

日本整形外科学会専門医、日本人工関節学会認定医として地

元旭川で患者さんの膝や股関節の痛みと真摯に向き合い、正

確丁寧な手術を心がけ日々取り組んでおります。今後森山病

院に来院頂く患者さんに“ここに来てよかった”と思っても

らえる様な診療・治療を目指し精進して行きたいと思ってい

ますのでよろしくお願いいたします。
整形外科 大坪 誠
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比布町立ぴっぷクリニック リニューアルオープン

令和7年4月から比布町立ぴっぷクリニックの院長を

兼任することとなった森山病院外科の松田です。当ク

リニックは外来診療が中心ですが、町内の健診や近隣

施設への往診にも携わっております。

「比布町において、このクリニックがゆくゆくは元

生会が誇るウェルネスセンターのようになるといいで

すね」とのお声を頂いております。そのご要望に応え

られるよう、一般診療のみならず、まずはリハビリ

テーション部門を充実させることも考えております。

有能で思いやりのあるスタッフに私自身が助けても

らうことが未だ多々ございますが、新しく元生会のメ

ンバーとなった、この「ぴっぷクリニック」を、どう

か、今後ともよろしくお願い申し上げます。

東神楽町国民保険診療所に森山博史所長が就任

4/1森山領理事長の御高配により東神楽町立診療所へ

転勤となりました。町立診療所ではありますが、元生

会森山病院グループの一員として仕事をさせていただ

いており、給料も森山病院からいただいております。

平成12年より本院で外科医として働かせていただい

ておりましたが、現在は内科、外科問わずにかかりつ

け医的な立場で診療を行っています。大学在籍時には

地方で同様の勤務経験があるものの、本院と比して検

査・治療器機が少なく、わかっていたこととはいえ、

少々寂しい思いをしています。

当診療所としては、地元で町民の健康を守ることが

第一ですが、より高度な医療を要する患者の方々をス

ムーズに適切な病院へ紹介することも重要なことです。

旭川は国公立病院の多い地域ではありますが、いざ

受診するにあたっては手間がかかり決して敷居は低く

ありません。そのため森山病院の存在する意義は非常

に高いものと考えています。今後、積極的に森山病院

へ御紹介させていただきます。

皆様にお手数をおかけすることとなるとは思います

が、どうぞよろしくお願いします。
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家庭できるリハビリテーションの会 観桜会 開催

令和7年5月17日（土）アートホテル旭川にて、家

庭でできるリハビリテーションの会主催「観桜会」

を開催しました。この会は、障害を持ちながらも

日々リハビリを行い、心身の機能回復に頑張ってい

る方に対して、少しでも楽しい時間を共有して励み

になるよう活動をしています。今年は23名の方に参

加していただき、ゲームやカラオケ大会を行いまし

た。

ゲームでは、時間内にトイレットペーパーの早巻

きやゆで卵の早食いなど楽しい企画を準備し、参加

者・スタッフ共に大いに盛り上がりました。カラオ

ケ大会では5名の参加者に歌を披露してもらいまし

た。力強く歌う方、ビブラートを響かせる方など、

個性的で素敵な歌声が大変素晴らしかったです。

今年8月24日（日）には、「第35回家庭でできるリ

ハビリテーションの会」を行います。障害を持ちな

がらも頑張ってこられた経験をお話しいただく「体

験発表」や、誰でも実施できるような簡単なリハビ

リ体操の紹介、理事長によるミニコンサートなどを

行う予定です。楽しくも参加者皆さんの力になれる

ような時間を一緒に過ごしたいと思いますので、ぜ

ひ一度ご参加をお待ちしております。

ゲームの様子

カラオケ大会で美声を披露
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令和７年度新入職員就任式 開催

春の訪れが待ち遠しい新年度の始まりの日に、

令和7年度新入職就任式およびオリエンテー

ションが行われました。やや緊張した様子で席

につき、森山理事長の挨拶にしっかりと耳を傾

けていました。開院当時の貴重なエピソードと

ともに森山グループの歴史についてのお話があ

り、理念である「愛と誠実」の重みを感じ、自

分たちもしっかりと受け継いでいかなければと

いう責任を持つことができたと思います。接遇

マナーについては担当スタッフによる工夫を凝

らした研修が行われ、だんだんと笑顔も見られ、

積極的に参加されていました。新たなスタート

として思い出に残る一日になったのではないか

と思います。

研修の様子

新入職員代表挨拶

今年は52名の新入職員を迎えました
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第23回森山グループ研修学会 開催

２月22日（土）第23回森山グループ研修学会が約380名のグループ職員参加の下、開催されまし

た。

今回は23回目を迎えまして、旭川市民文化会館大ホールでの初開催となりました。

会場内は大変広く、音響設備や研修学会発表には最適な環境設備の空間で演者にも参加者にも貴

重な時間となりました。

参加されたスタッフは真剣な眼差しで聞いている姿が大変多く見受けられ、研修学会会長 社会

医療法人 元生会 松野丈夫副理事長の開会の挨拶から始まり、研修学会では一般演題として今年

は10題の発表がされました。グループ職員が研究の成果を日々の業務から取り組み、研究には数

か月前から数年かけて集約した内容を当日に向けて準備してきたこともあり、全ての演題発表者に

は、大きな拍手がおきていました。また、たくさんの質疑応答も飛び交う場面が多く見受けられま

した。

森山グループ全体として各施設や病院での共感できる内容が多く、多職種がお互いの理解や連携

を深めることでさらなるグループの一体感が生まれてくるのではとないかと思います。

特別講演では旭川医科大学医学部救急医学講座 緊急救急センター センター長 教授 岡田

基先生をお招きし『高齢化社会における緊急医療の課題』という題で講演いただきました。

普段、聞く事の出来ない岡田先生の活動に取り組まれている大変貴重な講演を参加者全員が終始

集中して聞いている姿を感じとることができました。

今後も新たな元生会に向けてグループ一同が一体となり、職種の垣根を越えた予防・健康・医

療・福祉を充実したサービスを提供できるように邁進していきたいと思います。

質疑の様子

特別講演の様子
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外来診療担当医表（状況により急遽変更する場合があります）

森山病院ではスムーズな診察を
行うため、来院前に事前問診が
ご利用いただけますので是非ご
活用ください。

※右のQRコードから
ご利用いただけます。

【診療時間】午前 9時～12時30分（受付は12時まで）

【休診日】第1・3土、日、祝日 午後 1時30分～5時30分（受付は5時まで）

森山メモリアル病院

森山病院

事前問診をご利用ください 月 火 水 木 金 土

内科

午前
小澤(賢)
佐藤
山田

森山
佐藤
打矢

森山
山田
青島
旭医大

旭医大
小澤(賢)
山田
相馬

青島
当院医師

午後 相馬
山田
青島

小澤(賢)
旭医大

打矢
旭医大

佐藤
青島

―

心療
内科

(予約のみ)

午前 ― 千葉 ― 千葉 ― ―

午後
すいみん
外来

―
すいみん
外来

千葉
すいみん
外来

―

血管
外科

午前 旭医大 ― 多田 多田 ― 多田

午後 稲葉 稲葉
多田

(リンパ浮腫
外来のみ)

稲葉 稲葉 ―

乳腺
外科

午前 ― ― ― 松田 松田 松田

午後 ― ―
松下

（新患のみ）
松田 松田 ―

消化器
外科

午前 ― ― 松下 松下 ― ―

午後 ― ― 松下 松下 ― ―

整形
外科

午前
仲
有山

小澤(一)

仲
味戸
大坪

後藤
大坪

後藤
寺西

有山
味戸

小澤(一)
当院医師

午後 味戸 有山
寺西
旭医大

小澤(一) 仲 ―

脳神経
外科

午前
髙野
安栄

渡邉
寺井

安栄
寺井

渡邉
寺井

髙野
寺井

髙野
安栄

午後
髙野
安栄

安栄
髙野

安栄
寺井

寺井
安栄

髙野
寺井

―

形成
外科

午前 ― ―
伊藤
出張医

伊藤 伊藤 伊藤

午後 ―
伊藤
出張医

― ― 伊藤 ―

泌尿
器科

午前 本間 旭医大 本間 旭医大 本間
旭医大
ﾒﾝｽﾞﾍﾙｽ
外来

午後 本間 ― 本間 ― 本間 ―

※午後の外来診療は午後２時０0分からです

眼科
午前

石子
石田

石子
石田

石子
石田

石子 石子
石子
石田

午後
石子
石田

石子
石子
石田

当院医師
石子
石田

―

耳鼻
咽喉科

午前 内田 内田 内田 内田 旭医大 ―

午後 ― ― ― ― ー ―

月 火 水 木 金 土

内科
午前 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 丹野 ―

午後 ― 中村 ― 中村 ― ―

整形
外科

午前 中島 梨木 中島 梨木 中島 ―

午後 中島 梨木 中島 ― 中島 ―

脳神経
外科

午前 渡邉 髙野 渡邉 髙野 渡邉 渡邉

午後 ― ― ― ― ― ―

ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ科

午前 ― ― 浅野目 ― 森泉
（予約制）

―

午後 森泉
（予約制）

― ― ― 浅野目 ―

編集後記

新年度の始まりである４月に当法

人にも多くの新入職員が入り、仕事

場の雰囲気も新たな風が吹いている

ように感じます。コメの高騰やアメ

リカの動きなど社会でも大きな動き

が起こっていますが、当法人でもい

い意味での大きな動きを起こして更

なる地域医療への貢献ができるよう

新たな風と共に取り組んでいけたら

いいなぁと感じています。

（企画委員 山本）
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